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論  文  内  容  の  要  旨  

本論文は，明治時代に近代建築の専門教育を受けたごく少数の建築家の一人である山田七五郎が活躍した明治後期の長崎  

県営繕組織の活動の実体と山田七五郎が果たした役割を，新しく発見した当時の「事務簿」によって具体的に把握した。さ  

らに，その後活躍した横浜市での活動を併せて把握した。その結果，わが国の近代洋風建築が普及していく過程で，地方自  

治体の営繕組織が果たした大きな役割を解明したものであって，6章からなっている。   

序章は序論であり，本研究の背景と目的，山田七五郎が活躍した当時の建築界の時代的背景，および既往研究の検討を通  

して本研究の位置づけを行っている。   

第1章では，長崎県営繕組織に関する棄議書や仕様書，図面等からなる26冊の「事務簿」（500～1，300頁／冊）を把握す  

ることによって，明治38年度から43年度までに長崎県営繕組織が121件の工事を実施したことを把握し，これらの工事につ  

いて，工事内容，施工場所，施設の用途と意匠，構造，県議会での予算審議と決定，工期，工費，工事請負人の決定方法，  

入札方法，現設計と入札予定額との関係，入札や工事中に生じた様々な問題点，工事請負人に対する対応，工事監理，出来  

形検査や竣工検査等の実態を解明している。   

第2章では，第1章で把握された工事を設計図書に従って施工させるために，長崎県営繕組織が入札から施工，竣工に至  

る各段階で実施した業務の全体像を捉えている。この中で，入札方法や入札状況，入札広告，および入札人心得書や契約書  

の把握をとおして，従来明らかにされていなかった当時の建築請負制度を解明している。また，工事請負人選定方法の変遷  

と改善，工事中に生じた仕様変更や工事延期・工事中止の理由とその対応，工事遅延や請負契約解除の理由とその処分方法  

・処分内容や対応等を解明している。   

第3章では，第1章，第2章で解明された工事を担った職員の組織構成，学歴・職歴・転勤状況，および職員の職務・業  

務内容を把握している。職員の経歴からは建築専門教育を受けた職員が増大していく状況と，大きなプロジェクトによる技  

術者の全国的移動の状況を解明している。職員の職務・業務内容からは，設計担当者，県議会出席者，各種検査官の把握に  

より，組織内の地位による業務内容の差異等を明らかにし，また，設計者という地位が確立してきた状況を解明している。  

この中で，山田七五郎は当時の長崎県にとって大きなプロジェクトであった県庁舎建設の設計監理に携わると同時に，議会  

での答弁，工事請負人の決定方法の審議，竣工検査などの営繕組織における重要な役割を果たしていることを解明し，これ  

らの職務をとおして，山田七五郎が果たした後進の指導，実務教育や技術の継承について解明している。さらに，山田七五  

郎をはじめとする学歴重視の職員採用によって長崎県営繕組織がそれまでの実務経験を重視する体制から，新しい建築意匠  

・技術に対応できる体制へと発展する過程を明らかにしている。   

第4章では，第3章までに把握された考察結果に基づきながら，山田七五郎の長崎県庁舎竣工以降の長崎県営繕組織や横  

浜市営繕組織等の活動をとおして，山田七五郎の建築家像を明らかにしている。この中で，横浜市営繕組織と民間施設等に  

おける設計活動の考察から，横浜市営繕組織の長として社会の変化に対応しながら官庁施設の設計方針，都市計画，新しい  

構造等の課題に取り組み，後進への指導を行った建築家像を解明し，また，山田七五郎の実務教育によって育成された技術  
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者の活躍も明らかにしている。   

結章は結論であり，本論文で得られた成果について要約している。  

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨  

本論文は，明治時代に近代建築の専門教育を受けたごく少数の建築家の一人である山田七五郎が活躍した明治後期の長崎  

県営繕組織の活動の実態と山田七五郎が果たした役割を，新しく発見した当時の26冊の「事務簿」によって具体的に把握し  

た。その結果，わが国の近代洋風建築が普及していく過程で，地方自治体の営繕組織が果たした大きな役割を解明したもの  

であり，その得られた成果は以下のとおりである。  

1・明治38年度から明治43年度までに長崎県営精粗織が121件の工事を実施したことを把接し，これらの工事の施工場所，   

用途と意匠，構造，工期，工費，および入札から施工，竣工に至る各段階で実施された職員の職務・業務の全体像を解明   

している。  

2・入札方法，入札人心得書や契約書の把撞をとおして，従来明らかにされていなかった当時の建築請負制度を解明し，ま   

た，工事請負人に設計図書に従って施工させるために，営繕組織が実施した工事請負人選定方法の改善，施工監理や検査   

の実態等を解明している。  

3・営繕組織の業務を担った山田七五郎をはじめとする技術者の職務内容や転勤状況の把握をとおして，山田七五郎が果た   

した後進の指導，実務教育や技術の継承について解明している。  

4・近代建築の専門教育を受けた建築家の採用，学歴重視の職員採用によって，長崎県営繕組織がそれまでの実務経験を重   

視する体制から新しい建築意匠・技術に対応できる体制へと発展する過程を明らかにしている。   

以上要するに，本論文は，主に長崎県営縛組織活動の実態の解明をとおして，施工者が成熟していなかった時代に，山田  

七五郎の在籍した地方自治体営繕組織が，近代洋風建築の普及と発展に，主として技術の継承，技術者の実務教育という側  

面で重要な役割を果たしてきたことを明らかにした。また日本近代建築史における近代洋風建築の普及と発展の解明に新た  

な視点を与えており，学術上，実際上寄与するところが少なくない。よって本論文は博士（工学）の学位論文として価値あ  

るものと認める。また，平成15年1月22日，論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果，合格と認めた。  
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